
Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

（1）　 昭 和35年 10月 14日 日 本 西 藏 學 會 々 報

チ ベ ッ ト文字轉寫 と チ ベ ッ ト語表記
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　＜チ ベ
ッ ト文字を ロ ーマ 字に よ つ て轉寫す る方法は ， 現在い ろ い ろ行わ れ て い ま

す 。 ま た チ ベ
ッ 1・語を表 記す る シ ス テ ム も， 報告者に よ つ て まち まち で あ り，誤 り

も多い と思い ます 。 それらに つ い て ， 今ま で に用 い られ て い る代表 的 な方法に對 し

て，今後私逹が用 い て い きた い 試案を提出し て み ま し た 。
こ れ は 一つ の 試 案で あ り

ますか ら，不備 な黒占に つ き御教示を得れば幸で す＞

1． まず チ ベ
ッ 1・文字の 轉寫 （transliteration）と チ ベ

ッ ト語の 表記 （transcription ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

と い う 2 つ の ち が つ た事柄を は つ ぎ りと 區別 し て お か ね ば な らな い 。 チ ベ ッ ト語は

古代語現代語を 問わ ず ，　 ま た い ずれ の方言で もチ ベ
ッ ト文字を用 い て 書 きあらわ さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

れ るか ら ， 文字 の 轉寫は
一

つ の 方法 で 統 一す る こ と が で きる 。 しか し，チ ベ
ッ ト語

を表記す る場合に は ， その よ うに は い か な い 、 現代 チ ベ
ッ ト語に は ，

い ろ い ろ の 方
　 　 　 　 　

言があ つ て ， そ れ ぞれ異 つ た 「言 語體系」 を もつ て い る と考え られ るか ら ，

一つ の

表記法を用 い て すべ て の 方言に 適用 する こ と は 許 され な い
。 た とえば ラ ッ サ 方 言 と

ア ム ド方言 は實際に ちがつ た 言語體系を もつ て い る こ と を證 明 で きる 以 上 ， 同 じ表

記法を用 い て こ の 2方言をあち．わす こ と は 正 し くは ない b つ まり表記法とぽ 隈定 ざ 1

れ た方言を對象 と し て 設 定され る 「音索體 系」 に も と つ い て 考え 出され る べ ぎで あ
．

つ て 同一 の 「音素體系」 を もつ 言語以外に は適用 され得 な い もの で あ る ， しか し，　 1

我 々 は ，
50 もの 方言 に 對 して 一 々 表記法を考え出し使 い 分ける こ とは ， 特 別 の 目的

以 外に は 實際上必要 で は な い
。 現代チ ベ

ッ ト語 の 表記法は い わ ゆ る標準語 と稱せ ら
・　 ’　 　　 　　 　　 　　 ゆ

れ る中央 チ ベ
ッ ト語 の 音素體系を 中心 と し ， それ に ラ サ 方言（雅語）の 體系を考慮 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

入 れ て ，作 り出され るの が もつ と も有用 で あ る よ うに 思 われ る。 こ の よ うな表記法

を定め て お く・ ・ は ・ 數 チ ベ
・ ・語を 言語靹 欄 象・ し ・ で ぱ な く問題 に す る i訟

と きに ， ま た カ ナ 文字に よ る表記法を考案する と ぎに も必要 で ある よ うに 思 う。　　 藏

部誠ご
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　 以上 の 9 種 の 轉寫法 の 中で
，

い ずれ もが ぴ た り と一致 し な い
。 寺本法 と 東北法 は ほ と ん ど 一致す る け

れ ど も，
27を前者は 9 で 後者 は ≦を もつ て轉寫す る點は 一致 し な い 。 Jaschke法 と Tucci 法 もよ く似

て い るけれ ど も，
3 （添前字）を Jaschkeは γ，

　Tucci は 9 と し ， 8 を Jaschkeは ny
，
　Tucci は 　fi

，

20を Jaschke　 w
，
　Tucci　v とす る な ど の ち が い が ある 。

つ ぎに我 々 の シ ス テ ム を提案する 。

　 こ れ は 上 記 の シ ス テ ム と大部分が並 行す るけれ ど も，その い ずれ と も嚴密に は 一致 し て い な い
。

　 1．k　2．　kh　3．　g　4．　 ng 　5．　c　6．　ch 　7．　j　8。　ny 　9．　t　10．　th　IL　d
・12．　n 　13，　p　14．　ph

　 15．b16 ．　 m 　 17．　 ts　 18，　tsh　 19．　 dz　 20．　 w 　 21．　 zh 　 22．　 z　 23．　b　 24．　y　 25。　r　26．127 ．　sh

　 28．s 　　29．　h　　30．　 a ； i．　u ．　 e ．　 o ．

　 こ れ ら は 印刷に 便利 で あ つ て ， 英文 タ イ プ ラ イ タ
ーで も 簡單に打 ちわ け られ る よ うな 區別を選ん だ 。

そ し て 古 い チ ベ ッ ト音 と の
一致を も考慮 に 入 れて い る。 よ くい われ る よ うに チ ベ ッ ト 文字一字に 樹 し て

一
マ 字一字をあ て る の が望ま し い けれ ど も， 必 ず し もその よ うに し な ければ な らな い 規則 はな い

． た だ

P し， 同じ チ ベ
ッ ト文字に 對 し て は ， そ の 文字が ど の 位 置に お か れ て い て も （い わゆ る添前字で も添後

字で も） い つ も同じ ロ ーマ 字 で轉寫す る とい う態度 に 徹す る必要は あ る 。 Jaschkeが添前字 g に の み γ

を用 い るの は よ くな い 。 と くに 區別 が必要 であ る場合 ， すなわ ち 叩 　と 理 に は ， 前者を g
’

ya・後者
を gya と轉寫 し て 區別す る 、 また 一つ の 單語は ハ イ フ エ ソ で つ な ぐ。

　 rgyal −po，　 bka瑳hgyurの ご と く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 4． つ ぎの チ ベ ッ ト語 の 表記法 は ， 中 央 チ ベ ッ ト語 の 「音素體系 」 を 中心 に 考案す る 。 中央チ ベ
ッ ト

語の 「音素體系」 は ， チ ベ
ッ ト文字に よ る綴字法 と は別個 の も の で あ るけれ ど も， 原則的に 大部分が 後

者 と 並行す る か ら， 便宜 上 ， 上 述の 文字 と關蓮 し て述 べ る。

　　 i） チ ベ
ッ ト語 （中央方言） に は 高型 と 低型 の 2 つ の 聲調 の 對立があ る 。 た と え ば tha （高型） ecへ

りD， tha （低型） 《今》，　 sa （高型） Kf 地 》
，
　 sa （低 型）憾 星 》

。
こ の 中， 低型 に は ， 末尾 に

s
を つ けて

こ の聲調を 區別す る 。 tha 、

，　sas，の ご と く。 低 型 の 聲調 は原則 と し て ， 有聲音 （g，　j．　d．　b．　dz．　w ．　zh ．　z）〆
を 基字 とす る 場合 と添前字 ・上 接字を もた な い 鼻音 （ng ．　 ny ．　 n ．　 m ） お よ び y．　 r．1．に あらわれ ， それ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

以 外は高型 の 聲調を とる 。 た だ し db・は 高調に 屬す る 。 例 dbang，　dbyar は wang ，　yaa で 高型 。

　 ii）　チ ベ
ッ ト文宇 k．　c．　t．　p．　ts で書か れ る單語は k．c．　t．　p 　ts 〔高型〕を もつ て ，　 kh．　ch ．　th．　ph ．　tsh

で書か れ る單語は kh．　ch ．　th．　ph ．　tsh．で 表記する。 こ れ に對 して ， 9．」．　d．　b．　dz で 書か れ る單語は ，
添前字ま た は 上接字を もた な い ときに は， kh．　ch ．　th．　ph．　tsh 〔低型〕 で あ り， そ うで な い 場合は 9 ，　j．
d．b．　dz 〔低型〕で あ る 。　例 ，　 rkang −pa 〈 脚 〉⇒ kang−pa，　khang−pa 〈家 〉→ khang・pa ，

　gang 〈滿ち た 〉 、
→ khangi

，
　 sgang 〈岡〉→ gangs

　 iii）　チ ベ
ッ ト文字 ky

，　khy，　gy で書か れ る單語に は ky，　khy，　gy 〔また は ｛
，
　fh

，
　d〕（上記 の 原則に し

た が つ て gy に は khy と gy が あた る）例 ，　 khyi 〈犬 冫 khyi （thi），
　 kr

，
　khr

，
　gr ，

　tr
，
　thr

，
　dr，

　pr，
　phr，

br・に は tr，　thr ，　dr・（また は t，　th，　d）を用 い る 。 例 ，
　khrims ＜法律 ， 戒律 ＞ thrim （thim），

　phrug −gu 〈子
供 ＞ thruk −khus（thuk−khu、），drug （六 ＞ thruk 、 （thuk、）py ，　phy ，　by に は c．ch ．　jを，例 ，

　 spyan 〈眼（敬語）＞

can ，　byang 《北 ＞ changs ．　Iny に は ny を ， 例 ，
　 smyen −pa ＜狂人 ＞ ny6n −pa，　mr に は 皿 を ， 例 ，

　 smra −ba
〈云 う〉 皿 a −wa ，　sr一に は tr（t）また 1ま s を ， 例 ，

　 sram 〈か わ うそ ＞ tram （tam），
　srang ＜兩（度量）＞ sang

，

sri1 ｝ bal 《棉花 》 trin （tin）−phaa ，　hr・に は hr を ， 例 hrob−hrob （ざらざらした ＞ hroP− hrop
，
　kl

，
　gl ，

　b1
，

4
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rl，　s1．に は 1〔高型〕を，　 gla ＜賃銀 ＞ la
，
　b正a・ma ＜ ラ マ ＞ la−ma

，
　bslab−grwa −ba ＜學生 ＞lap−thaa、，

　zl に は d
を， zla −ba 《月 ＞ da−wa 、

，
　kw

，
　khw．な ど の wa −zur を もつ 場合に は ，

　k，
　kh．な ど とす る，例，　 lwa 〈羊毛

布 ＞ laa、
，　tswa （草 ＞ tsaa

。 そ の ほ か dba・に は wa 一を dbi（u ．e．o ）に は
’i（

’

u
，

’
e

，

’
o ）を， 例 dbang −cha 〈權

力＞ wang ・cha ，　dby圭く貂 〉
’i，　dby一に は y・を ， 例 dbyar・ka ＜夏 ＞ yaa−ka，

　lh・に は hl を用 い る ， 例 ，
　 lha

＜天 ＞ hla．

　iv）　 チ ベ
ッ ト字 s．　z．は共 に s，（前者は 高型，後者は 低 型），sh ，　zh ．も同樣 に sh で あ り，聲調 に よ つ

て 區別 す る。ng ，　n ，　m ，　ny で 書か れ る單 語 は ，
　 ng ，　n ；m

，
　ny で 表記す る が添前宇 ま た は 上 接字 を もつ と き

には 〔高型〕で
， そ れ 以外は 〔低 型〕に よつ て區別 す る 。 接尾辭 ・ba は ，つ ねに 一wa で あ る 。

1．　 r．　y．　w ．

で書か れ，上接字 また は 添前字を もた な い と きに は
，

iii）の 諸例 に 封立 し て ， 〔低 型〕の 1．　r．　y．　w で あ る 。

　v ）
’

a −ma 〈母 ＞ ha−cang （甚だ 〉，　 yang4ku くは と 〉 な ど の 初頭の 對立は ， チ ｛ ッ ト文字 a
，
　h

，
　b に よつ

て書か れ る。これを
’ h，h を用 い て 表記す る。

’

a−ma ，　ha−cang ，　bang−khu。（h は h と聲調で 區別 され る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

か ら， 共に h を用 い て もよ い
，
hang、・khu、

，
　 h6 、

〈光 〉 な ど）

　vi）　い わ ゆる添後字を もた な い場合に は， 内矚母 音 お よ び 文字 i，　u ．　e ．　o で書か れ る單語は a．　i．　u ．

e．o で 表記 す る 。 添後字 ・ng
，

−m
，

・k
，

−p を と もな う場合 も同 じ で あ る 。

チ ベ ッ ト文字 チ ベ ッ ト語 チ ベ
ッ ト文字 チ ベ

ッ ト語

ang 　　　　 　 ang

mg 　　　　　 　mg

ung 　 　 　 　 　 ung

eng 　　　　　 eng

〔〕ng 　　 　　 　 ong

昭

、
19
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叩

添後字 ・n ，−d．−s．−1．−r の 場合に は つ ぎの よ うに 表記す る。再添後字は表 記 する必 要は な い 。
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aaiiUeUe00 SsSSa
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lUeOS
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脯
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abi ．　ibi，　ubi ，　ebi ，　obi は つ ぎの よ うに 表記する 。
　 ngabi ＜私 の ＞ ngaa

，
　 mihi 〈人の ＞ mii ，　chubi 〈水 の ＞

　 chUU
，
　 meb 三

，
＜ 火の ＞ mee

，
　 so ・sohi 〈それ ぞれ の ＞ so −s60 ．

vii ）　以上 を ま と め る と我 々 の 表記法は つ ぎの よ うで あ る。
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ts　　　c 　　　s　　　l　　　hl　　　ng 　　　　ny 　　　　
，

tsh　　ch 　　sh 　　 r　　　hr　　　 n 　　　　　　　　　h
dzj 　 yw m 　 b

　 O

　6　（aa ．　ii，　UU ，　ee ，　00 ，　aa，　ttti，　d6 ）

低 型
、

注

1）．表記 に も音聲表記 と 音 素表記 が あ るが， こ こ で は後者を 問題 と す る。 し か し ， 以下 に 扱 うの は ， 嚴

　密な意味で の 音素表記で は な く， 現代チ ベ
ッ ト語を簡單に 書 き表わす方法 と い うこ と で あ る 。

2）　 こ こ で は その 字體や
一二 の 文字の 増減は 問題 と し ない 。　　 　　　　　　 　　 「庫談話會プ リ ン ト）

3） 現代 ま で に 約 50の 方言 が報告 されて い る。cf ．北村 甫，現代 チ ベ
ッ ト語方言 の 分類 。 （1959−1 東洋文

’

4） チ ベ
ッ ト標準語は 現在は つ き り規定され て い な い か ら， 今後中央方言を 標準語 とすべ ぎが ラ サ 方言

　を標準語 とす るか は大き い 問題 に な る と思 う。

5） 中央チ ベ
ッ b 語 と い うの ぽ ， 中央地 域の 種 々 の 方言の 上 に 蔽 い か ぶ さつ て 逋用する 言語で あ る 。 し

　た が つ て ，中央諸地域 の 方言 （大部分が未 調査） に 共 通す る 特徴を もつ て い る もの と 考 え ら れ る 。 中

　央チ ベ
ッ ト語 と ラ サ 方言 の 相違に つ い て は ，

R ．　A ．　Miller， 西藏 語諸方言 に お け る ラ サ 方言 の 孤立 的地 ．
　位に つ い て

， 『東方學』十 輯， お よび The 　independent　status 　of　the　Lhasa 　dialect　within 　Central
　Tibetan．　Orbis，　Tome 　IV．（1955）を參照 され た い

，
ラ サ 方言 に は さ らに 上 流 階級 の 雅語 と 一般 語 が 區

　別され る （cf ．金鵬）。　 こ こ で は ラ サ 雅語を考慮 して
， それ らを綜合した體系を作 り出 した 。

6） 北村甫 ，
チ

ー【ミ
ッ ト語 皿 音韻 ， 市河三 喜，服部四郎監修 「世 界言語概説」 下卷 p．979 參照。つ ぎ の

　表 は ， 以 下 の 文獻 に もと つ い て 作成 した 。

　　　　H ．A ．　Jaschke： ATibetan −English　 Dic亀ionary．　London ，
1881； Sarat　Chandra 　Das ： An ・

N 工工
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　　　Introduction　t．o　the　Grammar 　 of 　the　 Tibetan　Language．　 Darjeeling
，
1915 ； J．　Bacot： Gra−

　　　mmaire 　du　tib6tain　iittera・ire．　 Paris
，
1946．：．　 F ．　W ．　Thomas ： ．Ancieht　 Folk−1it拿rature 　 from

　　　North −Eastern　Tibet．　Berlin
，
1957；G ．　 Tucci ： The 　 Tombs 　 of　 the　 Tibetan　 Kings．　 Roma ，

　　　1950 ； G ．N ．　Roerich ：

』
Textbook 　 of ℃ 0110quial 　 Tibetan．　 Calcutta

，
1957；寺本婉雅 ：敢 訂増

　　　補．「西藏語文法」．京都，1940 ； 東北帝國大學法文學部 ： 「西藏大藏經總 目録」， 仙台 ，
1934；金

　　　鵬 ： 「藏語抗薩 日喀則 昌都 話 的比 較研究」， 北京．1958 ．

7）　こ の ほか ， 反轉字 甲．B．f．戸．ll　 l，こ は 　t，
　th，　d，

　p，
　Sh を用い

， 古文獻に 認め られ る gi−gu，酵）さ か

　 さ に は 1
’
を用 い る 。

8） 體系 め 記述 に は R ．A ．　Miller，　 Studies　in　Spoken　 Tibetan， 1．　Phonemics．　JAOS 　75 （1955）が あ

　 り，語彙に は ，
Sir　Basil　Gould 　and 　 H ．E．　 Richardson： Tibetan　．　Word 　 Book，　Oxford．1943

，　Ch．

　Bell： English−Tibetan　Colloquial　 Dictionary．1920 の 資料がある。

9）　現代語 の 聲調 と 歴史的な發展 に つ い て は
， 上掲北村 「チ ベ

ッ ト語 」 お よ び 西 田 龍雄， 「チ ペ
ッ ト語 と

　 ビ ル マ 語 に お ける トネ ーム の 羇應に つ い て 」， 『言語研究』 34，p．90一參照 。

10Miller 教授は ，
　 qaxma （mother ＞

，
haxcaη ＜very ＞ の 對立 の み を 考え て 文字

，

を もつ て書か れ る單語 〈ば

　 と 〉 〈光 〉 な ど は扱 つ て い な い 。ま た The　Tibetan　 system 　of 　writing （ACLS ．　Washington　1956）
　p ．3 で は 文 字hに wl 　y

、

をあ て ，そ こ で は 實例を掲げて お られ な い が p．26 で rabi を rbyi 〈of 　the

　goat＞ と し ，
　 P．19 で bgro−bahi　hdod−pa くthe 　desire　to　go 》 を d6wid6paと さ れ る の が ws ・y、

の

　 例で あろ う。 こ れ を初頭音 と す る單語を見落 され て い る よ うに 思 う。
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